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◆はじめに  

平成３０年度事業計画 （H30.3.26／H29年度第 4回理事会承認） 

 

 

◆新３ヵ年計画（2016～2018）の最終年 
 

事業（活動）コンセプトは、飛び出せ若者！！ 
 

 

１． 育成支援事業 

  ★明日のリーダーをアジアで育てる 

  

（１）海外研修／来日研修事業 

①「グローバル・エデュケーション・ツアー（GET)」 （日本→ＡＳＥＡＮ） 

②「さくらサイエンスプラン」 （アジア→日本） 

 

（２）国内研修事業 

①「異業種交流研修会」 （中堅幹部社員向け） 

②「若手研修会」 （若手社員向け）  

③「アジアの会（大阪）」 （一般向け） 

④「親子体験学習」 （小学生向け） 

 

（３）その他支援（後援）活動  

 

２． 社会啓発事業 

   ★若者が挑戦できる社会づくりへ 

 

（１）「第１０回若者力大賞」 （選考および表彰式の実施） 

 

（２）「広報活動」（広報誌・Ｈ／Ｐ） 

 

３． 国際ネットワーク事業 

  ★ＡＳＥＡＮとの交流 

 

（１）「ＡＪＡＦＡ－２１との交流」（ＡＳＥＡＮ10 か国の交流組織） 

 

（２）「調査研究／若者市場調査」（日本とＡＳＥＡＮ諸国の意識調査） 
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平成３０年度 事業結果報告 

 

Ⅰ．育成支援事業 
 

【１】海外研修／来日研修事業  

    
①「ＧＥＴ（Global Education Tour）」（短期海外研修）の実施 

 
◆世界のグローバル化が進む中で、日本の若者の内向き志向が心配されています。 

そこで、閉じこもりがちな日本の若者を、まずは一度、外へ飛び出させようという 

目的で、ＧＥＴ（Global Education Tour）プログラムを２０１２年度から実施。 

今年度も、夏と春の３回（通算 18-20 回目）にわたって海外研修を実施しました。 

 

■ＧＥＴ 海外研修の基本プログラム （８日間） ※一部変更有り 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

①学生たちは 2人ペアでホーム 
ステイを体験    （夏 ハノイ） 

 

 

 

 

 
 
 
 

②小学校で日本の遊びを教える 
（夏 ヤンゴン） 

 

 

 

 

 

 

 

キ 

③キャンパスでインタビュー 
（夏 ハノイ） 

日程 プログラム内容 
1 朝 東京（羽田又は成田）から出発 

昼 現地へ移動 
夕 現地到着、オリエンテーション、現地友好団体によるプ

レゼンテーション、現地学生との顔合わせ 
2 朝 ミッション１「友達づくり・ホームステイ」 

昼 ミッション１「ホームステイ」ホストファミリーの家へ 
夕 ミッション１「ホームステイ」ホストファミリー宅宿泊 

3 朝 ホストファミリーと市内観光など 
昼 「ホームステイ」振り返り 
夕 ミッション２「小学校授業」準備、現地学生との共同作業 

4 朝 ミッション２「小学校授業」実施、子供たちと遊ぶ 
昼 ミッション２「小学校授業」振り返り、個人面談 
夕 現地学生と街散策（グループ自由行動） 

5 朝 国際交流・協力機関訪問 
昼 現地日本企業訪問 
夕 ミッション３「現地での意識調査」準備 

6 朝 ミッション３「現地での意識調査」実施 
昼 ミッション３「現地での意識調査」実施 
夕 サンクスディナー 

7 朝 デイトリップ（世界遺産や代表的な観光地へ） 
昼 デイトリップ（世界遺産や代表的な観光地へ） 
夕 デイトリップ（世界遺産や代表的な観光地へ） 

8 朝 日本へ帰国 
－ 東京（羽田又は成田）に到着 
－  
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■ＧＥＴ２０１８実施概況 
 

◇参加者：４０名（夏ミャンマー：４名／夏ベトナム１７名／春タイ：１９名） 

◇同行スタッフ：夏ミャンマー：２名／夏ベトナム：３名／春タイ：３名 

◇参加費：１６９，８００円（渡航費・宿泊費・研修費等） 

◇２０１８年度参加学生所属校： 

    （大学）日本大・東京国際大・東京経済大・埼玉工大・大阪体育大・嘉悦大・武蔵野大 

         藤田医科大 

    （高校）中大杉並・和光国際・品川女子・春日部女子・都立昭和・日大鶴ケ丘・都立大島 

         熊本県立第一・聖ドミンゴ学園・水戸第二 

 

 
（ⅰ）「2018夏ＧＥＴ（ミャンマー・コース）」実施        （H30.8.3-10） 

 

＊2018夏・ミャンマーコースには、高校生・大学生合わせて 4名が参加。（大学生・ 

女 2名／高校生・女 2名）  最少人数でしたが実施しました。 

 

＊事前研修会を 7/16に開催し、学生たちは３つのミッションの準備に取り組みます。 

 

①友達作り（ホームステイ） 

②現地小学生への授業(日本を伝える)                  

③フィールドスタディ（若者意識調査）   

 

＊そして、8/3から 8日間の日程で、 

ミャンマー・ヤンゴンで現地研修を実施。 

到着日（3日）は、受け入れ先の JAAM 

の歓迎を受けました。 

2日目は 2人ペアでホームステイ。言葉は通じなくても 

温かいもてなしを受けました。 

4日目。双日と JICAの現地事務所を訪問。 

海外での日本の活躍を実感。 

そして 5日目はいよいよ小学校での授業。 

子どもたちに出迎えを受けて感激。授業も、 

圧倒されながら、日本の遊びを教えて喜ん 

でもらえました。 

6日目は今度は大学のキャンパス内で 

学生たちにインタビュー。自分たちとの考え 

の違いが判りました。 

その日の夜はサンクスパーティ。友達もたく 

さんできました 
                                        

＊帰国後の 9/9に事後研修会が行われ、 

協会役員や教師、保護者の方々を前に、 

それぞれのグループごとに課題の発表を 

行い、評価をいただきました。  
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（ⅱ）「2018夏ＧＥＴ（ベトナム・コース）」実施         （H30.8.17-24） 

 

＊2018夏・ベトナムコースには、高校生・大学生合わせて 17名が参加。（大学生・ 

男 3名、女 5名／高校生・男 1名、女 8名） 

 

＊事前研修会を、ミャンマーコースと合同で 

7/16に開催。まずは自己紹介。 

学生たちは 4つのグループに分かれて、 

ミャンマー同様 3つのミッションに取り組み 

ました。 （※ミッションはミャンマーと同じ） 

 

＊そして 8/17から８日間の日程で、ベトナム・ 

ハノイでの研修を実施。  

        日程はミャンマー（ヤンゴン）と同じで、２人ペアでのホームステイ（１泊）や、受け入 

れ先の VACYF の歓迎会。そして、丸紅の現地法人を訪問しました。 

5日目はいよいよ小学校での授業。小学生に日本の遊びや風物を教えて、日本 

のことを好きになってもらう。反応は？？ Goodでした！ 

現地学生へのインタビューで、学生たちの意 

識調査にも取り組みました。 

日本語を学ぶ現地の学生と一緒にミッション 

に取り組み、共同作業の中から、深い友情が 

芽生えてきました。              

 

       

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

＊帰国後の 9/9に、ミャンマーコースと合同で事後研修会が行われ、全員、 

修了証を授与されて晴れ晴れとした 

笑顔に包まれました。 
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（ⅲ）「2019春ＧＥＴ（タイ・コース）」実施        （2019.3.23-30） 

 
＊今年度第 3回目の「2019春ＧＥＴ」は、タイ・コースを実施しました。 

通算で第 20回目となる今回のタイ・コースには、19名が参加。（大学生・男 8 

名、女 5名／高校生・男 1名、女 5名） 

 

＊渡航前の 2/24の事前研修会で、みんな 

初めて顔を合わせ、4つのグループに分か 

れて３つのミッションに取り組みました。 
       

＊そして 3/23から 30日までの 8日間の日程で、 

タイ・バンコクで研修を実施しました。                           

 受け入れ先の FYAAの歓迎を受けて、ホームステイ、JICA事務所訪問、 

 小学校での授業、そして高校での意識調査の３つのミッションに取組みました。 

 現地学生が 15名も参加して、後半のミッションを助けてくれました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
＜現地学生の出迎えを受けて＞    ＜ホストファミリーに町を案内されて＞  

 

 

 

 

 

 

 
   ＜JICA タイ事務所＞ 

＜小学校ではみんなが並んでお出迎え＞   

                                          ＜今回は高校生に意識を聞く＞ 

 

 

＊帰国後の 4/14に、事後研修会 

を実施。 

学校の先生や協会役員の揃った 

前で、ひとりひとり緊張しながら発表。 

最後に修了証を授与されました。 

 

 

         



 

 

 

 

平成３０年度事業報告                          

 6 

 

 

②来日研修「さくらサイエンスプラン： 

（日本・アジア青少年サイエンス交流事業）」の実施 

 
◆「さくらサイエンスプラン」は、国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が、 

2014 年から行っている研修支援プログラムで、アジアの青少年が日本の科学技術 

を学び、さらに日本の同世代との交流を深めあう目的で行う来日研修に対して、 

その研修費用の提供を行っています。 

今年度も、同プランを活用して３か国からの来日研修の受け入れを実施しました。 
 

 

（ⅰ）「中国（西安・高校生）来日研修」実施          (H30.10.1-7） 

 

＊中国・西安から１5名の高校生（男8名、女7名）と3名の引率者の計18名を迎え、 

科学技術交流のプログラムを実施しました。 

＊中国国慶節の連休を利用して来日した高校生たちは、西安科学技術局より選ば 

れた優秀な学生たちで、7日間の研修プログラムをこなしました。 

 

（初日）オリエンテーション 

（２日）新日鐵住金・鹿島製鐵所見学 

（３日）日本科学未来館～三菱みらい技術館見学 

（４日）日立パワー～JRE水戸太陽光発電所・メガソーラーパーク見学 

（５日）品川女子学院・授業見学～交流会 

（６日）池袋防災センター体験見学～修了式 

（７日）お台場見学～羽田～帰国 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

★上段左から・・・「新日鐵住金・鹿島製鐵所」「日本科学未来館」「メガソーラーパーク（水戸）」 

★下段左から・・・「品川女子学院で交流」「同、初めて部活動というものを知った！」「修了式」 
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（ⅱ）「タイ（高校生）来日研修」実施           (H30.11.23-30） 

 

＊タイの友好団体であるＦＹＡＡ（Ｔｈｅ Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ Ｙｏｕｔｈ Ａｌｕｍｎｉ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 
ｏｆ Ｔｈａｉｌａｎｄ）の協力により、タイ王国から 15名（男７名、女 8名）の高校生が来日 

し、Mr.Thanapipat（Mr.DEW）（FYAA会長）自らの引率のもと研修を行いました。 

＊タイ王国の４つの高校から選抜された高校生たちで、男子の制服が半ズボンとあっ 

て、寒い日本でふるえながらの研修でした。 

 途中から、2017春 GETでタイコースに参加した日本学生も参加してくれました。 

 

（初日）オリエンテーション 

（２日）リニア見学センター（山梨） 

（３日）科学技術館～日本科学未来館見学 

（４日）新江ノ島水族館～ＮＴＴドコモＲ＆Ｄセンタ見学 

（５日）ＮＥＤＯ講義～リバネス実験教室体験 

（６日）日立パワーソリューションズ見学 

（７日）ＴＥＰＩＡ見学～修了式 

（８日）浅草～成田～帰国 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

     ★上段左から・・・「リニア見学（東京経済大学生と合流）」「新江ノ島水族館（ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ見学）」

「ＮＴＴドコモＲ＆Ｄセンタ（横須賀）」 

     ★中段左から・・・「リバネス」「日立パワーソリューションズ」「修了式」 

     ★下段・・・・・・・・修了式の後、学生たちは民族衣装を着けて、各地域の伝統舞踊を披露。 
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（ⅲ）「ベトナム（高校生）来日研修」実施          (2019.1.25-2.1） 

 

＊ベトナムの友好団体である VACYF（Vietnam Alumni Club of Youth Friendship  
Programme）の協力により、ベトナム国から 15名（男 8名、女 7名）の高校生が来日。 

ベトナムも、友好団体のMs. Pham Thi Phuong Chi（VACYF会長）自らが引率されて 

来日されました。 

＊今回の来日研修では、初めての試みとして、これまで GETに参加した日本の学生 

  たちにも参加を呼びかけ、14名の学生が参加。研修の合間に交流を深めました。 

 

（初日）オリエンテーション 

（２日）三菱みなとみらい技術館～カップヌードルミュージアム体験・見学 

（３日）科学技術館～日本科学未来館見学 

（４日）新日鐵住金・鹿島製鐵所見学 

（５日）リバネス実験教室～江戸東京博物館見学 

（６日）ＪＲＥ太陽光発電所（水戸）～ＮＥＤＯ講義 

（７日）ＴＥＰＩＡ見学～修了式 

（８日）浅草～羽田～帰国 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

      

★上段左から・・・「日本人学生を交えた初日の歓迎会」「2 日目も一緒にラーメンづくり」 

★中段左から・・・「鹿島製鐵所」「リバネス」「江戸東京博物館」 

★下段・・・・・・・・「太陽光発電所（美浦）」修了式」「日本の学生と送別会」 
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【２】国内研修事業  
 

①「異業種交流研修会」の定例開催  

 
◆法人会員や一般企業の中堅幹部クラスを対象として毎年開催している「異業種交 

流研修会」。今年度は 5月と 10 月の 2回開催いたしました。 

講演の後は恒例の講師を囲んでの懇親会に。 

 

（ⅰ）第２９回開催                     （H30.5.14）    

 

＊通算第 29回目となる異業種交流研修会は、東京海上ホールディングス㈱永野毅 

社長様を講師にお迎えし、会場も同社会議室をお借りして開催いたしました。 

＊テーマは『東京海上グループの挑戦 -日本発のグローバル Good Company を目 

指して-』と題し、同社の経営戦略とりわけグローバル対応への取り組みについて 

ご講演をいただきました。50名に及ぶ満席の会場は熱気に包まれました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ⅱ）第３０回開催                    （H30.10.29）    

 

＊続いて第 30回目の異業種交流研修会は、 

元外務次官の藪中三十二氏をお招きして開催。 

＊テーマは『世界は、いま、どうなってる？～米・欧・ 

中・ロシアと日本～』と題して、緊張の続く外交 

情勢についてご講演をいただきました。 

芝パークホテルの会場は 60名の参加者で埋まり、 

講演後の懇親会でも話題は尽きませんでした。 
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②「若手研修会」の定例開催  

 
◆企業の若手社員（20～30 代）を対象とした「若手研修会」は、異業種の会社訪問や 

工場見学など、目で見て体感で学ぶ研修を毎年行っています。 

今年度は１回（7月）開催でした。 

 

（ⅰ）第 12 回開催                     （H30.7.23）  

 

＊第 12回目の「若手研修会」は、当協会理事の㈱パソナ常勤監査役の野村和史氏 

による講演と、パソナが運営する都心のビル内での牧場「大手町牧場」の見学とが 

合わせて行われました。滅多に見られない牧場見学ということもあって、35名の参 

加者が集まりました。 

 

＊野村監査役のご講演のテーマは『ベンチャー企業パソナの起こり、そして今日ま 

で』と題し、パソナの草創期から歴史を刻んでこられた野村監査役から、これまで 

の 40年間を振り返っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「アジアの会」（大阪）定例開催  

 
◆2004 年から続けているアジアをテーマにした異業種交流会「アジアの会」（大阪）。 

今年度も下記のとおり 4回定例開催いたしました。 

 

（ⅰ）第 60 回開催                     （H30.5.24） 

   

＊第 60回を記念して講師には、当協会事務局長の金沢巌氏が指名され、 

 長年の海外勤務の経験談が語られました。 

 題して『現場エンジニアの視点で感じたアジアの人々』。 

   

（ⅱ）第 61 回開催                     （H30.9.10） 

 

＊講師に、武居郁子氏（バリ伝統衣装研究家）をお招きして開催。  

武居さんは、バリ島で 20年間生活され、外国人で初めてインドネシア服飾関連 

国家資格を取得された、世界でも数少ない専門家です。 

テーマは『バリを抱きしめて－ 不思議がいっぱいバリ島の魅力』 
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（ⅲ）第 62回開催                     （H30.11.22） 

 

＊海外ツアーの危機管理を専門とされる山田和生氏（㈱マイﾁｹｯﾄ）をお招きして 

  開催。 テーマは『海外スタディツアー・危機管理の裏話』。 

  当協会の取り組む海外研修「ＧＥＴ」にとっても参考になるお話でした。 

  

（Ⅳ）第 63回開催                     （2019.2.21） 

  

 ＊今回の講師には、ＪＩＣＡによる海外青年研修を受託していたころに、研修生た 

ちのホームステイを長年にわたって引き受けていただきました柳村順氏をお招 

きいたしました。 

テーマは『「わが人生８０年の総まとめ」恩返し～世のために、人のために～』 

 

 

 

④ 「親子体験学習～新江ノ島水族館見学」の実施 

 
◆小学生を対象とした、親子で一緒に体験を通して学ぶ「親子体験学習」。 

今年度も新江ノ島水族館のご厚意により、下記のとおり多くのご家族の参加を得て 

実施いたしました。 

 

（ⅰ）「2018親子体験学習」開催              （H30.10.21） 

   

＊今年も「新江ノ島水族館」において海の 

生き物とのふれあいを体験。 

直接触れて新しい発見に出会い、また、 

普段は見ることができない水族館の裏側を 

見学するバックヤード・ツアーなどを体験。 

（参加者：７家族２9名） 

 

 

【３】その他支援（後援）活動  

 
（ⅰ）「忘れない、3.11 VOL.8」開催（後援）        （2019.3.12） 

 

＊東日本大震災被災地復興支援イベントが、「幸福の黄色いバンダナの会」の 

主催で、今年もパソナグループ本部で開催されました。（当協会後援） 

当日は 180名の参加者によって、多くの義捐金を送ることができました。 

 

（ⅱ）「首都圏若者サポートネットワーク」（応援団） 

 

＊養護施設から巣立つ若者たちを支援する活動に取り組む「首都圏若者サポー 

トネットワーク（宮本みち子運営委員長）」の応援団の一員として協力。 
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Ⅱ．社会啓発事業   

 
【１】表彰制度「若者力大賞」 

 
◆2009 年度からスタートして、今年度で第 10回目を数える「若者力大賞」。 

社会が抱える様々な課題に正面から向き合い、解決改善に向けて努力を惜しま 

ない若者とその指導者を表彰。彼らの活動を理解し共感して、周りの大人たちが 

一緒になって彼らの活動を支えていく社会を目指して、毎年実施しています。 

 

 

①「第 10 回若者力大賞」表彰式開催             （2019.2.19） 
 

＊池本修悟実行委員長（協会理事）以下、１６名の委員による実行委員会にお 

  いて公募から第一次選考までが行われました。今回も60名（組）の候補者の推 

  薦が寄せられ、その中から、6組（7名）の受賞者を、審査委員による最終審査 

  を経て決定。その栄えある表彰式が、2019年 2月 19日、東京・六本木の「ハリ 

  ウッド・プラザ」で今年も行われました。（参加者：200名） 

        

       ＊表彰式の冒頭には、第 10回大会を記念して、第 1回若者力大賞受賞者の 

         MISIA さんからお祝いのメッセージが披露され、感激の高まる中で表彰式が行 

われました。 

         受賞者にはおひとりづつ表彰盾が審査委員から贈られ、そのあと思いを込めた 

         熱いスピーチが皆さんから語られました。 

 

 
＜若者力大賞＞       秋本 可愛  （Join for Kaigo 代表）      1990 年生 

＜ユースリーダー賞＞   阿部 恭子  （World Open Heart 理事長）   1977 年生 

市来広一郎  （atamista 代表理事）        1979 年生 

ｸﾞﾘｽﾞﾃﾞｲﾙ･ﾊﾞﾘｰｼﾞｮｼｭｱ （江寿会職員）     1981 年生 

＜ユースリーダー支援賞（個人）＞ 

加藤  篤   （日本トイレ研究所代表）     1972 年生 

＜ユースリーダー支援賞（団体）＞ 

こころみ学園／ココ・ファーム・ワイナリー  

（敬称略） 

  

 

＜審査委員＞    三村 明夫 （当協会会長・日本製鉄名誉会長） 

             西尾 進路 （当協会副会長・JXTG ホールディングス名誉顧問）

山中 祥弘 （メイ・ウシヤマ学園理事長） 

             橋本久美子（橋本龍太郎元首相令夫人） 

             蛭田 史朗 （旭化成相談役） 

（敬称略） 
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    第 10 回若者力大賞 表彰式   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      記念写真                  大賞の秋本可愛さんと三村会長 

 

 

 

 

 

 
表彰式の前の審査委員と      池本修悟実行委員長       

受賞者と面談            （審査経過報告）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 過去受賞者も加わってカンパ―イ！   花柳琴臣さんのお祝いの舞も 

 

 

 

  ※「第 10 回若者力大賞」の模様および受賞者のスピーチ内容は、協会ホームページに掲載。 

     https://www.youthleader.or.jp/  
 

 

【２】広報活動  

 
＜会報誌(YOUTHLEADER)の発行＞  

○発行：（No.144）H30 年 5 月 

○発行：（No.145）H30 年 11 月 

 

＜協会ホームページでの情報提供＞  
○https://www.youthleader.or.jp 

○https://day-get.com/ 

https://www.youthleader.or.jp/
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Ⅲ．国際ネットワーク事業  

 
【１】ＡＳＥＡＮ交流団体：「ＡＪＡＦＡ－２１」との交流 

 
◆かつて日本で研修（JICA 青年研修）を受けた ASEAN からの研修生は、これまでに 

２万人を超し、帰国後彼らはそれぞれの国で同窓会を組織して、お互いの交流と、 

次に続く若者たちの育成に取り組んでいます。 

当協会は、その横断的な連携組織「AJAFA-21」（ASEAN-Japan Friendship  

Association for the 21st Century）の一員として交流を毎年続け、ASEAN諸国との 

ネットワークづくりに取り組んでいます。 

 

「ＡＪＡＦＡ－２１」：設立：１９８８年。 

ﾌﾞﾙﾈｲ・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾗｵｽ・ﾏﾚｰｼｱ・ 

ﾐｬﾝﾏｰ・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾀｲ・ﾍﾞﾄﾅﾑの、 

ASEAN10 ヶ国の OB 会の連携組織。 

そこに日本代表として当協会が正式メンバーと 

して参加して、毎年交流活動を行っています。 

 

 

（ⅰ）「24rd ＲＬＦ（Regional Leaders Forum）」（カンボジア）      （H30.11.29-12.2） 
              

＊AJAFA-21が発足して 2年後の 1990年、ASEAN各国の若者たちが集いあう 

初めてのユース・フォーラム（現在：ＲＬＦ）が、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙで開催され、 

その後毎年、各国持ち回りで開催を続けています。 

通算第 24回目となる今年度は、11/29-12/2の 4日間、カンボジア・シェムリア 

プで開催され、隈丸理事が代表して参加していただきました。             

 

（ⅱ）「31st ＥＣＭ（Executive Council Meeting）」（フィリピン）        （2019.3.1-4） 

              

＊AJAFA-21の各国代表者が集まって毎年開催される代表者会議（ECM）が、 

2019.3.1-4の 4日間、フィリピン・マニラで行われました。 

当協会からは、村岡理事、隈丸理事、金沢理事（事務局長）が参加。 

各国メンバーとの親交を深め、各国からは「GET」や「さくら」への関心が寄せ 

られたほか、協会設立 50周年の祝意もいただきました。       
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（ⅲ）「テレビ会議（ＴＶ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）」の実施     

 

＊AJAFA-21は、2009年から参加各国の JICA施設を利用し、テレビ中継を 

通して、お互いの活動報告や情報交換を行っています。 

今年度は下記の４回にわたって実施しました。 

 

１）第 35回「テレビ会議」（H30.5.24）  （ＪＩＣＡ本部＋各国ＪＩＣＡ現地事務所） 

２）第 36回「テレビ会議」（H30.9.6）   （   〃                      ）           

３）第 37回「テレビ会議」（H30.11.15） （   〃                      ） 

   ４）第 38回「テレビ会議」（2019.2.14）  （   〃                      ）                 

  

    

           

 

 

 

 
                           第 35回（30.5.24） JICA本部 
                                       

  
      ★AJAFA-21 構成団体 （会員総数：20,486 名） 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ※期初事業計画の調査研究（若者市場調査）は、実施いたしませんでした。 

 

日本 

JAAM 

JAAM 

JAAP PAMAJA

A 

PAMAJA

A 
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Ⅳ．ＮＥＸＴ５０委員会  

 
【１】 委員会の発足について 

 

◆主旨：当協会は 1969年 7 月設立以来、2019年 7 月で 50周年を迎えます。 

そこで、50周年の節目に当たり、これまでを振り返りつつ、さらにこれから 

の果たすべき役割を見つめ直し、長期的なビジョンとプランを策定するこ 

とを目的として、理事会の中に「ＮＥＸＴ５０委員会」を設置いたしました。 

       

◆委員：（全員理事・敬称略） 

            委員長 隈丸 優次 

委  員 家本賢太郎・池本 修悟・久世 博之・倉田 民子・小室 誠治 

佐藤 友則・吉田 勝昭・金沢 巌(事務局長) 

 

◆期間：2018 年 4 月 1日～2019 年 3 月 20 日（第 4 回理事会開催日）の 1年間 

    

 

【２】 提言内容について（第 4 回理事会への答申） 
 

    １．【若者の人材育成】【国際交流】【社会啓発】の 3つの事業を継続展開する 

 

    ２．３つの事業のさらなる充実に加えて、各事業活動および事業環境を「つなぐ」 

      ことにより相乗効果が期待できる事業の展開を実行する 

 

      －１．各事業を「つなぐ」： 

           海外研修ＧＥＴ⇔さくらサイエンスプラン⇔若者力大賞⇔その他の事業。 

           各活動をつないで人脈構築等を図る幅広い活動へ 

      －２．地方と「つなぐ」： 

           社会環境の変化に合わせて首都圏以外の地方での展開を。例として、 

           ＧＥＴの募集、さくらサイエンスの地方研修、地方企業の会員勧誘など 

      －３．会員企業と「つなぐ」： 

           協会活動の意義に対する会員企業の理解をさらに深め、相互に社会 

           に役立つ成果を高めあう 

      －４．ＡＳＥＡＮと「つなぐ」： 

           国際交流事業におけるＡＳＥＡＮ諸国とのパートナーである友好団体： 

           「ＡＪＡＦＡ－２１」との持続的な活動を推進する  

 

    ３．事業の展開には「財源、人材の確保」が重要であり、事業運営の中でこれを 

議論し、必要な措置を講じる 
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【３】 ＶＩＳＩＯＮとＰＬＡＮについて（第 4 回理事会への答申） 
 

 

    ◆ＶＩＳＩＯＮ ｆｏｒ ＮＥＸＴ５０ 

 

《各種の研修・交流プログラムを通し、自主自立と日本の美徳を身につけ、 

日本、アジア、世界で“Ｙｏｕｔｈ Ｌｅａｄｅｒ”となりうる日本の若者を育成・支援 

する。》 

 

 

    ◆ＰＬＡＮ ｆｏｒ ＮＥＸＴ５０ 

 

①若者の人材育成・・・海外研修ＧＥＴ、リーダー育成プログラム、国内研修 

☛１年を通した「リーダー育成プログラム」の創設 

 

 

②国際交流・・・さくらサイエンスプラン、ＡＳＥＡＮ（ＡＪＡＦＡ－２１）との交流 

☛さくらサイエンスプランを通して、ＡＪＡＦＡ－２１メンバーとの交流を強 

化。同時に、会員企業の国際化との相互協力をつなぐ  

 

③社会啓発・・・若者力大賞、広報活動の展開 

☛果敢にチャレンジしている若者を発掘し、周りに「つなぐ」。広報の有効 

活用により支援企業（会員）の増加を図る 

 

 

    ◆KEY WORD は 

 

      ＜つなぐ＞ 

 

・3 つの事業（リーダー育成・国際交流・社会啓発）をつなぐ 

・会員企業とつなぐ 

・地方とつなぐ 

・ASEAN とつなぐ 

 

 

 以上 

 

 

＜２０１９．３．２０ 平成 30 年度第 4 回理事会答申＞ 
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Ⅴ．管理運営                  

 
【１】評議員会・理事会・運営幹事会の開催 
 

＜平成 30 年度 役員会開催記録＞ 
 

（1）平成 30 年度評議員会 

日時：平成 30年 5月 22日(火)  場所：赤阪ｲﾝﾀｰｼﾃｨ Air 

議題：H29年度事業・決算承認、新任理事の選任     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）第 1 回理事会 

日時：平成 30年 4月 24日(火)  

場所：協会事務所      

議題：H29年度事業・決算承認 

 

（3）第 2 回理事会 

日時：平成 30年 5月 22日(火)  

場所：赤阪ｲﾝﾀｰｼﾃｨＡｉｒ 

議題：代表理事の選任 

業務執行理事の選任 

 

（4）第 3 回理事会 

日時：平成 30年 11月 2日（金） 

場所：芝パークホテル 

      議題：H30年度上半期中間報告 

    

（5）第 4 回理事会 

日時：2019年 3月 20日(水) 

場所：芝パークホテル 

      議題：2019年度事業計画・予算承認 

          「ＮＥＸＴ５０」最終答申承認 
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＜平成 30 年度 運営幹事会開催記録＞ 
 

 ★平成 30年度運営幹事会委員： 

井上理事長・伊庭副理事長・吉田常務理事・加藤常務理事、阪本理事（委員長）・ 

小笠原理事（委員長）・池本理事（委員長）・小室理事・佐藤理事・金沢理事（事務 

局長）・谷中監事 

 

（1）第 1 回運営幹事会                

日時：平成 30年 5月 28日(月)           

場所：協会事務局（以下同じ）   

議題：資金繰り、委員会報告           

（2）第 2 回運営幹事会                 

日時：平成 30年 6月 13日(水)  

議題：資金繰り、委員会報告、 

会長サロンの検討    

（3）第 3 回運営幹事会                     

日時：平成 30年 7月 24日(火)               

議題：資金繰り、委員会報告、 

ＧＥＴ夏、ＮＥＸＴ５０中間 

 

（4）第 4 回運営幹事会                     

日時：平成 30年 9月 13日(木)         

議題：資金繰り、委員会報告、後援検討、ＧＥＴ2019春決定 

（5）第 5 回運営幹事会 

日時：平成 30年 10月 17日(水) 

議題：資金繰り、理事会議題確認、委員会報告、大賞最終候補者報告 

（6）第 6 回運営幹事会 

日時：平成 30年 11月 20日(火) 

      議題：資金繰り、委員会報告、大賞受賞者最終決定 

 

（7）第 7 回運営幹事会 

         日時：平成 30年 12月 20日(木) 

         議題：資金繰り、委員会報告、2019年度評議員会日程 

（8）第 8 回運営幹事会 
日時：2019年 1月 17日(月) 

議題：資金繰り、委員会報告、2019年度事業計画・予算検討の件（①） 

（9）第 9 回運営幹事会 
日時：2019年 2月 13日(水) 

議題：資金繰り、委員会報告、2019年度事業計画・予算検討の件（②） 

（10）第 10回運営幹事会 
日時：2019年 3月 14日(木) 
議題：資金繰り、委員会報告、理事会議題（2019計画）、NEXT50最終答申 
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＜平成 30 年度 月次会計監査記録＞ 
 

   ＊毎月、谷中税理士（監事）による月次会計監査を行いました。 

   

 （4月分）30.5.28  （5月分）30.6.13  （6月分）30.7.24  （7月分）30.8.21  

（8月分）30.9.13  （9月分）30.10.17  (10月分)30.11.20  （11月分）30.12.20 

   （12月分）19.1.17  (1月分)19.2.13  （2月分）19.3.14  （→決算へ） 

 

 

 

【２】会長サロンの開催 

 
「第 7 回 （平成 30 年度）会長サロン」開催                （H30.11.9） 

 

     ＊法人会員の代表者の方々と、三村会長、西尾副会長を囲む懇談会「会長サロン」 

を、11月 9日（金）に、芝パークホテルにおいて開催いたしました。 

 

＊第 7回目となる今年度は、14社の代表者の方々にご参加いただき、昼食をはさみな 

  がら、協会活動へのご理解を深めていただきました。 

翌 2019年 7月で設立 50周年を迎えることから、理事会の中に「NEXT５０委員会」を 

設置し、次へのステップについて検討を進めている中で、今回は、そのヒヤリングの 

一環として、法人会員の皆様からご意見ご提案をお伺いしました。 

 「つなぐ」という概念のご提案や、リーダー育成の年間プログラムのご提案など、貴重 

なご意見をいただきました。 
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【３】役員の変更 
 

＊任期満了に伴う理事の改選が行われました。 

 

  １．理事選任 （重任）井上義郎氏、伊庭正樹氏、吉田勝昭氏、加藤弘次氏、 

                野村和史氏、秀島博規氏、久世博之氏、坂元充幸氏、 

                阪本時彦氏、倉田民子氏、家本賢太郎氏、佐藤孝治氏、 

                藤村健氏、小笠原幹治氏、村岡伸彦氏、笛吹明男氏、 

                小室誠治氏 （以上 17名） 

           （新任） 隈丸優次氏、佐藤友則氏、池本修悟氏、金沢巌氏 

（以上 4名） 

 

      ＊理事改選に伴う代表理事および業務執行理事が選任されました。 

 

２．代表理事（理事長）  （重任） 井上義郎氏 

３．業務執行理事     （重任） 伊庭正樹氏（副理事長） 

吉田勝昭氏（常務理事） 

                           加藤弘次氏（常務理事） 

                （新任） 金沢巌氏（事務局長）  

 

      （※１．Ｈ30年度評議員会、 ２～３．H30年度第 2回理事会において選任）  

    
 

 

 

【４】会員動向（法人・個人） 
 

    ◆２０１９．３．３１現在 

 

    （１）正会員・・・・・・・・・・・・・ ４６社（退会１社） 

    （２）維持会員・・・・・・・・・・・ １７社（変動なし） 

    （３）個人会員・・・・・・・・・・・ ４７名（昨年比－８名）  

    （４）寄付（１０万円超）・・・・   ４名（60万円）山口育英奨学会 

                         （20万円）程ヶ谷基金 

                        （10万円）渡辺順彦氏、鈴木貴士氏 

                                 

 

      ＜参考＞３ヵ年推移（個人会員） 

 

 ２０１８年度 ２０１７年度 ２０１６年度 

個人会員（@5,000） 

寄付者（@100,000超） 

４７名 

４名 

５５名 

９名 

６０名 

６名 
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   ＜法人会員＞  2019.3.31 現在 

 
    ・㈱アークエース  ・旭化成㈱    ・朝日生命保険(相)    ・㈱アスム 

    ・㈱アテナ      ・アトラ㈱     ・イオン㈱    ・㈱石井鐵工所 

    ・五十鈴㈱      ・㈱一迅社    ・エア・ウォーター㈱  ・NSユナイテッド海運㈱ 

    ・㈱NTT ドコモ   ・㈱江ノ島マリンコーポレーション   ・岡村製作所㈱ 

    ・鹿島建設㈱    ・川崎重工業㈱    ・共英製鋼㈱    ・協材興業㈱   

    ・(財)勤労青少年躍進会    ・山九㈱      ・㈱滋慶      ・(有)Ｊ＆Ｉ 

    ・㈱ジェイエック     ・ＪＸ石油開発㈱     ・ＪＸＴＧホールディングス(株)   

    ・新日鉄興和不動産㈱   ・新日鐵住金㈱   ・新日鉄住金エンジニアリング㈱ 

    ・日鉄ケミカル&マテリアル   ・新日鉄住金ソリューションズ㈱    ・住友商事㈱ 

    ・清和綜合建物㈱    ・大日本土木㈱    ・(社)中部産業連盟 

    ・東京海上ホールディングス㈱  ・東京海上日動火災保険㈱  ・東京商工会議所 

    ・東銀リース㈱   ・トピー工業㈱   ・㈱日清製粉グループ本社  ・日鉄住金鋼板㈱ 

    ・日鉄住金ドラム㈱   ・日鉄住金物産㈱  ・㈱ＮＩＰＰＯ  ・㈱ニヤクコーポレーション 

    ・日本エマージェンシーアシスタンス㈱  ・日本ケミファ㈱  ・㈱日本政策投資銀行 

    ・㈱乃村工藝社   ・阪和興業㈱   ・東日本電信電話㈱    ・㈱フレンド 

    ・㈱マーキュリアインベストメント    ・㈱みずほ銀行    ・三谷産業㈱ 

    ・三井物産㈱    ・三井不動産㈱    ・三井不動産レジデンシャル㈱ 

    ・㈱三菱ケミカルホールディングス㈱   ・三菱地所㈱   ・(学)メイ・ウシヤマ学園 

    ・㈱メタルワン   

 

 

 

【５】内閣府・立ち入り検査 
 

      

*今年度は実施はありませんでした。 
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  事業報告における附属明細書  
 

 

 平成 30年度事業報告においては、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行 

 規則」第 34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」  

 が存在しないため作成しない。 

 

 

 

                              ２０１９年３月 

 

公益財団法人 日本ユースリーダー協会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都港区赤坂１－１－１４ 野村不動産溜池ビル 

公益財団法人日本ユースリーダー協会 
ＴＥＬ：０３－６４４１－０５８１ 

Email：day@youthleader.or.jp 
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